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ABSTRAK 

Anugrah Listanto Fadillah, 2026. Pemanfaatan Aplikasi Mazii Japanese 

Dictionary dalam Strategi Belajar Mandiri Kanji JLPT N3. Skripsi. Prodi 

Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta.  

 

Kanji merupakan salah satu aspek bahasa Jepang yang menantang, khususnya pada 

tingkat Japanese-Language Proficiency Test (JLPT) N3. Kesulitan dalam 

mengingat bentuk, makna, cara baca, dan penggunaan kanji mendorong mahasiswa 

memanfaatkan aplikasi digital sebagai media belajar mandiri. Penelitian ini 

bertujuan untuk mendeskripsikan pemanfaatan aplikasi Mazii Japanese Dictionary 

dalam strategi belajar mandiri kanji JLPT N3 serta mengidentifikasi kelebihan dan 

kekurangannya. Penelitian ini menggunakan pendekatan kualitatif deskriptif 

dengan melibatkan 20 mahasiswa semester VIII Program Studi Pendidikan Bahasa 

Jepang Universitas Negeri Jakarta yang belum lulus JLPT N3. Data diperoleh 

melalui dokumentasi berupa logbook penggunaan aplikasi selama satu bulan dan 

wawancara semi-terstruktur. Data dianalisis menggunakan model analisis interaktif 

Miles, Huberman, dan Saldana yang meliputi pengumpulan data, kondensasi data, 

penyajian data, serta penarikan dan verifikasi kesimpulan. Hasil penelitian 

menunjukkan bahwa Mazii dimanfaatkan untuk mendukung strategi analitik, 

strategi hafalan berulang, dan strategi mnemonik. Strategi analitik makna 

diterapkan oleh 17 responden melalui fitur Buku Catatan dan Spesialisasi, 

sedangkan strategi analitik bushu diterapkan oleh satu responden melalui fitur Buku 

Catatan. Strategi hafalan berulang diterapkan oleh 17 responden melalui Buku 

Catatan dan flashcard, Latihan Menulis, serta Latihan Membaca. Strategi 

mnemonik ditemukan pada satu responden yang menggunakan flashcard pada 

Buku Catatan untuk menghubungkan bentuk kanji dengan benda atau gambaran 

tertentu. Satu responden dapat menerapkan lebih dari satu strategi. Belajar mandiri 

terlihat dari kebebasan responden dalam memilih fitur, materi, waktu, dan cara 

latihan sesuai dengan kebutuhan. Kelebihan Mazii terletak pada fiturnya yang 

lengkap, beragam, dan mudah diakses. Kekurangannya meliputi iklan pada versi 

gratis, keterbatasan fitur premium, kendala teknis, serta beberapa informasi yang 

perlu diperiksa melalui sumber lain. Dengan demikian, Mazii dapat dimanfaatkan 

sebagai media pendukung belajar mandiri kanji JLPT N3, tetapi tidak disarankan 

sebagai satu-satunya sumber belajar. 

Kata kunci: Mazii Japanese Dictionary, strategi belajar kanji, belajar mandiri, 

kanji JLPT N3 
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ABSTRACT 

Anugrah Listanto Fadillah, 2026. The Utilization of the Mazii Japanese 

Dictionary Application in Self-Directed Learning Strategies for JLPT N3 Kanji. 

Thesis. Japanese Language Education Program, Faculty of Languages and Arts, 

Jakarta State University. 

Kanji is one of the challenging aspects of the Japanese language, particularly at 

the Japanese-Language Proficiency Test (JLPT) N3 level. Difficulties in 

remembering kanji forms, meanings, readings, and usage encourage students to use 

digital applications as self-directed learning media. This study aimed to describe 

the utilization of the Mazii Japanese Dictionary application in self-directed 

learning strategies for JLPT N3 kanji and to identify its advantages and 

disadvantages. This study employed a descriptive qualitative approach involving 

20 eighth-semester students of the Japanese Language Education Study Program 

at Universitas Negeri Jakarta who had not passed JLPT N3. Data were collected 

through one-month application-use logbooks and semi-structured interviews. The 

data were analyzed using the interactive analysis model proposed by Miles, 

Huberman, and Saldaña, consisting of data collection, data condensation, data 

display, and conclusion drawing and verification. The findings showed that Mazii 

was utilized to support analytic, rote learning, and mnemonic strategies. Meaning-

based analytic strategies were applied by 17 respondents through the Notebook and 

Specialization features, while a radical-based analytic strategy was applied by one 

respondent through the Notebook feature. Rote learning strategies were applied by 

17 respondents through the Notebook and flashcards, Writing Practice, and 

Reading Practice features. A mnemonic strategy was identified in one respondent 

who used flashcards in the Notebook to associate kanji forms with particular 

objects or images. One respondent could apply more than one strategy. Self-

directed learning was reflected in the respondents’ freedom to select features, 

materials, study time, and practice methods according to their needs. Mazii’s 

advantages included its comprehensive, varied, and easily accessible features. Its 

disadvantages included advertisements in the free version, limited access to 

premium features, technical problems, and some information that needed to be 

verified using other sources. Therefore, Mazii can be utilized as a supporting 

medium for self-directed learning of JLPT N3 kanji, but it is not recommended as 

the sole learning resource. 

Keywords: Mazii Japanese Dictionary, kanji learning strategies, self-directed 

learning, JLPT N3 kanji 
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要旨 

Anugrah Listanto Fadillah, 2026. JLPT N3漢字の自律学習ストラテジーに

おける Mazii Japanese Dictionaryアプリの活用.  卒業論文. 日本語教育学

科，言語芸術学部，Universitas Negeri Jakarta.  

漢字は日本語学習において難しい要素の一つであり、特に日本語能力試験

（JLPT）N3 レベルでは、漢字の形、意味、読み方、使い方を覚えること

が学習者の課題となっている。そのため、学習者は自律学習の手段として

デジタルアプリを利用している。本研究の目的は、JLPT N3 漢字の自律学

習ストラテジーにおけるMazii Japanese Dictionaryアプリの活用方法を明ら

かにし、その長所と短所を明らかにすることである。本研究は記述的質的

研究である。研究協力者は、まだ JLPT N3 に合格していないジャカルタ 4

年生の学生 20名である。データは、1か月間のアプリ使用を記録したログ

ブックと半構造化インタビューから収集した。データ分析には、Miles、

Huberman、Saldaña の相互作用的分析モデルを用い、データ収集、データ

の集約、データの提示、結論の導出と検証を行った。研究の結果、Mazii

は分析ストラテジー、反復学習ストラテジー、記憶術ストラテジーを支援

していることが分かった。意味に基づく分析ストラテジーは 17 名が

「Buku Catatan」と「Spesialisasi」を通して使用し、部首に基づく分析スト

ラテジーは 1名が「Buku Catatan」を通して使用していた。反復学習ストラ

テジーは 17 名が「Buku Catatan」とフラッシュカード、「Latihan Menulis」、

「Latihan Membaca」を通して使用していた。記憶術ストラテジーは 1名に

見られ、フラッシュカードを用いて漢字の形と物やイメージを結び付けて

いた。なお、一人が複数のストラテジーを使用する場合もあった。自律学

習は、研究協力者が自分の必要に応じて機能、教材、学習時間、練習方法

を選択することに表れていた。Mazii の長所は、機能が豊富で多様であり、

簡単に利用できることである。一方、短所は、無料版の広告、プレミアム

機能の制限、技術的な問題、および他の資料で確認する必要がある情報が

存在することである。以上から、Mazii は JLPT N3 漢字の自律学習を支援

する学習手段として活用できるが、唯一の学習資料として使用することは

望ましくない。 

キーワード： Mazii Japanese Dictionary、漢字学習ストラテジー、自律学

習、JLPT N3漢字 
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JLPT N3漢字の自律学習ストラテジーにおける Mazii Japanese Dictionary

アプリの活用 

ジャカルタ国立大学 

 

Anugrah Listanto Fadillah 

anugrah0858@gmail.com 

概要 

A．背景 

漢字は、日本語の文章を読み、意味を理解するために重要である。

しかし、漢字には形、意味、読み方、部首、画数など、多くの学習要素が

あるため、日本語学習者にとって難しい要素の一つとなっている。特に

JLPT N3 では、漢字の形や読み方だけでなく、漢字を含む語彙の意味や文

の中での使い方を理解する必要がある。 

 

ジャカルタ国立大学日本語教育学科では、JLPT N3 への合格が学生

に求められる基準の一つとなっている。そのため、学生は授業外でも自分

の必要に応じて漢字学習を続ける必要がある。 

 

現在、スマートフォンを利用した学習アプリには、辞書、フラッシ

ュカード、書き取り、読解、例文など、さまざまな機能がある。これらの

機能は、学習者が教材、時間、学習方法を自分で選ぶ自律学習を支援する

可能性がある。 

Mazii Japanese Dictionary には、辞書機能のほか、「Buku Catatan（ノ

ート）」、「Spesialisasi（専門分野）」、「Latihan Menulis（書き取り練習）」、

「Latihan Membaca（読解練習）」、フラッシュカードなどがある。しかし、

同じ機能でも、学習者の目的と使い方によって異なる学習ストラテジーを

支援する可能性がある。そのため、学生が Mazii をどのように JLPT N3 漢

字の自律学習に活用しているかを明らかにする必要がある。 
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B．問題提供 

 

本研究では、Gamage の分類に基づき、漢字学習ストラテジーを分

析ストラテジー、反復学習ストラテジー、記憶術ストラテジーの三つに分

類した。 

 

分析ストラテジーとは、漢字を意味、部首、構成要素、読み方など

に基づいて分析する方法である。反復学習ストラテジーとは、同じ漢字を

繰り返し見たり、読んだり、書いたりする方法である。記憶術ストラテジ

ーとは、漢字の形を物やイメージなどと結び付けて覚える方法である。 

 

Mazii には、これらのストラテジーを支援できる複数の機能がある。

しかし、どのストラテジーを支援するかは、機能だけでなく、利用者の目

的と使い方によって異なる。また、アプリには利便性がある一方で、広告、

機能制限、技術的な問題、情報の正確さなどの課題もある。 

 

以上に基づき、本研究では次の二つの問題を設定した。 

1. JLPT N3 漢字の自律学習ストラテジーにおいて、Mazii Japanese 

Dictionary アプリはどのように活用されているか。  

2. JLPT N3 漢字の自律学習における Mazii Japanese Dictionary アプリの

長所と短所は何か。 

  

本研究の目的は、Mazii の機能を利用した学生の学習方法と漢字学習ス

トラテジーとの関係を記述し、利用者の経験に基づいて Mazii の長所と短

所を明らかにすることである。本研究は、Mazii の学習効果を因果的に証

明するものではない。 

 

C．研究の方法 

 

本研究では、記述的質的研究法を用いた。研究協力者は、まだ

JLPT N3 に合格していないジャカルタ国立大学日本語教育学科第 4 年生の

学生 20 名である。 

 

データは、ログブックと半構造化インタビューを通して収集した。

研究協力者は、2026 年 4 月 15 日から 5 月 16 日までの約 1 か月間、Mazii
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を利用した学習活動をログブックに記録した。ログブックには、使用時間、

使用した機能、学習内容などが記録された。 

 

アプリの使用期間終了後、Mazii の機能、漢字の学習方法、学習ス

トラテジー、アプリの長所と短所について半構造化インタビューを行った。 

データ分析には、Miles、Huberman、Saldaña の相互作用的分析モデルを使

用した。分析は、データ収集、データの集約、データの提示、結論の導出

と検証という四つの段階で行った。収集したデータを、使用した機能、漢

字学習ストラテジー、Mazii の長所と短所に分類し、研究問題との整合性

を確認した。 

 

D．研究の結果と考察 

 

研究の結果、Mazii は分析ストラテジー、反復学習ストラテジー、

記憶術ストラテジーを支援するために活用されていた。一人の研究協力者

が複数のストラテジーを使用する場合があるため、各ストラテジーの人数

の合計は研究協力者の総数と一致しない。 

 

意味に基づく分析ストラテジーは 20 名中 17 名に見られ、「Buku 

Catatan」と「Spesialisasi」が利用されていた。「Buku Catatan」は、漢字や

語彙をテーマや意味に基づいて整理するために使用された。「Spesialisasi」

は、教育、経済、医療など、アプリが準備した分野別の語彙を学習するた

めに使用された。 

 

部首に基づく分析ストラテジーは一人に見られた。この研究協力者

は、「Buku Catatan」を利用し、同じ部首を持つ漢字を一つのグループに整

理していた。ただし、一人だけに確認されたため、研究協力者全体に共通

する傾向とはいえない。 

 

反復学習ストラテジーは 20 名中 17 名に見られた。「Buku Catatan」

とフラッシュカードは、保存した漢字の形、読み方、意味を繰り返し確認

するために使用された。「Latihan Menulis」は漢字の形と書き順を繰り返し

練習するため、「Latihan Membaca」は文章の中で漢字の読み方や意味を確

認するために使用された。このことから、反復学習は、見る、読む、書く、

確認するという複数の活動を通して行われていたことが分かった。 
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記憶術ストラテジーは一人に見られた。この研究協力者は、フラッ

シュカードを使用し、漢字の形を物やイメージと結び付けて覚えていた。

Mazii が自動的に記憶のヒントを作るのではなく、利用者自身がアプリの

情報を基にイメージを作っていた。 

 

同じフラッシュカードでも、繰り返し確認する場合は反復学習スト

ラテジーを支援し、漢字の形とイメージを結び付ける場合は記憶術ストラ

テジーを支援していた。したがって、同じ機能でも、利用目的と使用方法

によって異なるストラテジーを支援することが分かった。 

 

自律学習は、研究協力者が自分の必要に応じて機能、教材、学習時

間、練習方法を選択したことに表れていた。ただし、本研究は、すべての

研究協力者が目標設定、学習計画、実施、評価などの自律学習の全段階を

行ったと結論付けるものではない。 

 

Mazii の長所は、機能が豊富で多様であり、簡単に利用できること

である。一つのアプリで、漢字の検索、保存、分類、復習、書き順の練習、

読解などを行うことができた。また、スマートフォンから利用できるため、

時間や場所に合わせて学習できた。 

 

一方、短所として、無料版の広告、プレミアム機能の制限、技術的

な問題が挙げられた。また、一部の語彙の意味や文法説明は分かりにくく、

他の辞書や学習資料で確認する必要があるという意見もあった。 

 

E．結論 

 

本研究の結果、Mazii Japanese Dictionary は、JLPT N3 漢字の自律学

習における分析ストラテジー、反復学習ストラテジー、記憶術ストラテジ

ーを支援する学習手段として活用されていることが明らかになった。 

 

意味に基づく分析ストラテジーは 17 名、部首に基づく分析ストラ

テジーは一人、反復学習ストラテジーは 1 名、記憶術ストラテジーは一人

に見られた。また、同じ機能でも、利用者の目的と 7 使い方によって異な

るストラテジーを支援することが分かった。 
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自律学習は、研究協力者が必要に応じて機能、教材、時間、練習方

法を選択したことに表れていた。ただし、すべての研究協力者が自律学習

の全段階を実施したとは結論付けられない。 

 

Mazii の長所は、機能の豊富さ、多様性、利用のしやすさ、学習方

法を選択できる柔軟性である。一方、短所は、広告、プレミアム機能の制

限、技術的な問題、一部の情報を他の資料で確認する必要があることであ

る。 

 

以上から、Mazii は JLPT N3 漢字の自律学習を支援する学習手段と

して活用できる。ただし、唯一の学習資料とせず、教科書、辞書、教師の

説明などと組み合わせて利用することが望ましい。


